
 

 

９月～１０月の出来事   
■ リーグ戦（前期８～１４節）  

リーグ戦（８～１４節）  
○６－０ 順天堂大学     

(得)橋本、松田、深井、中田、増富、巻

○４－１ 青山学院大学    

(得)深井２、橋本２         

●２－３ 亜細亜大学     

(得)巻、深井         

○２－１ 慶應義塾大学    

(得)橋本、深井          

●３－４ 東京学芸大学    

(得)巻２、深井        

△１－１ 国士舘大学     

(得)深井           

○２－０ 筑波大学      

(得)田中、橋本        

開幕前の予想を覆し、

見事に初優勝！！ 
 大臣杯を見事に制した駒大は勢い

そのままに８,９節と連勝スタートを

きった。しかし、１０節に思わぬ落と

し穴が待っていた。前期、８－１で勝

利した亜細亜にまさかの敗戦。試合

後、「敗因は自分たちは強いという慢

心」と深井は語った。しかし、この敗

戦は無駄ではなかった。次の慶應戦で

は執拗なまでにボールを追いかけ勝

利に向かって貪欲にプレーした。その

結果、粘る慶應をくだし貴重な勝ち点

3 を手に入れる。 

 12 節からは上位４チームの直接対

決となり駒大はここまで今年勝ちの

ない東学と対戦した。試合は巻、深井

のゴールもむなしく３－４で破れて

しまう。しかし、巻は「これでやるし

かないという気持ちにみんながなっ

た」と振り返った。 

 追い込まれた駒大は 13 節の国士戦

に出場停止の 2 人（鈴木祐輔、中後雅

喜）に代わって 4 年生の河合雄宇介、

井上純一などを使ってきた。前日、筑

波が勝ったため負ければ優勝の可能

性がなくなる駒大は前半の 28 分にい

きなりＰＫをとられ最大のピンチを

迎える。しかし、ここで新沼が気迫の

セーブをみせ、この試合は結局 1－１

の同点で終了した。チームで勝ち取っ

た〝勝ち点１〟は優勝への望みをつ

なげると同時にチームに勢い

をあたえた。 
 最終節は１位の筑波と２位

の駒大の優勝決定戦となっ

た。緊迫した試合の均衡を破

ったのは田中信成。自身リー

グ戦初ゴールとなるシュート

は歴史的なゴールとなった。

その後、橋本が華麗なドリブ

ルから追加点を決め２－０と

する。守備陣も体を張ったデ

ィフェンスで得点を許さな

い。そして、終了のホイッス

ル西が丘の空に響くと駒大の

選手たちの目からは涙が。赤

い歓喜が爆発した瞬間だっ

た。「あきらめずにやれば何か

が起きる。選手たちはたくさ

ん努力した」という監督の言

葉が心に残った。 

【上】初優勝に感極まる選

手たち。さまざまな苦難を

乗越えての優勝だった【左】

筑波戦、田中（右）の先制

ゴールは優勝をグッと引き

寄せた 

１１月の出来事   
■ 全日本大学選手権

全日本大学選手権     
＜１回戦＞○６－０ 道都大学

(得)橋本２、深井、中田、増富、巻   

＜２回戦＞○２－０ 慶応義塾大学

(得)橋本２             

＜準々決勝＞４－３ 中京大学

(得)巻２、深井２       

＜準決勝＞●２－３ｖ 国士舘大学

(得)深井、中後           

 

国士の底力の前に屈す 
 大臣杯、リーグ戦を制した駒大は３

冠を目指して全日本大学選手権（イン

カレ）に臨んだ。しかし、３冠の夢は

そう簡単には実現しなかった。準決勝

の国士戦、今季駒大にとって国士は相

性のいい相手だった。しかし、国士が

立ち上がりからきびしいチェック

で駒大に自由にプレーをさせな

い。「国士の気迫に浮き足立ってし

まった」（松田）と言うように最後

はＶゴールを叩き込まれ決勝を目

前にして３冠の夢は惜しくもつい

えてしまった。 

【写真】Ｖゴールを決めら

れうなだれる駒大の選手た

ち。この日の国士の気迫は

ものすごいものがあった 

天皇杯           
＜１回戦＞○９－０ 各務原高校

(得)鎌田３、深井２、中後、小林

  増富、橋本         

＜２回戦＞○１ｖ－０ 浜松大学   

(得)巻                

＜３回戦＞●０－３ 横浜Ｆ・マリノス

(得)なし            

 

１２月の出来事
■ 天皇杯       

打倒Ｊを合言葉に戦った

がＪの壁は厚く… 
 天皇杯は監督、チームの夢である

『打倒Ｊ』を合言葉に戦った。２回

戦でマリノスへの挑戦権をかけて

浜松大と対戦したが、試合は予想以

上の苦戦を強いられ延長２分、巻の

Ｖゴールで辛くもマリノス戦への

挑戦権を手に入れた。 
 挑戦権を手に入れたことで『打倒

Ｊ』の夢は現実味を帯び、「もしか

したら」という期待も膨らんだ。し

かし、ふたを開けてみれば通用しな

かったわけではないが要所要所で

プロの技を見せつけられ完敗。打倒

Ｊの夢は来年に持越しされた。 

【写真】奥は昨

年、ジュビロの一

員としても駒大

と対戦。またして

もやられてしま

った感になって

しまった 

主な表彰（駒大だけ）
得点王（１２ゴール）   

■深井正樹〔４年・ＦＷ〕

■巻誠一郎〔４年・ＦＷ〕

アシスト王（７アシスト）

■中後雅喜〔２年・ＭＦ〕

ベストイレブン      

■深井正樹〔４年・ＦＷ〕

■巻誠一郎〔４年・ＦＷ〕

■橋本早十〔３年・ＭＦ〕

 
 


